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本書について 

本書は、2006 年における北海道大学「持続可能な発展」国際シンポジウムおよび関連イ

ベントの開催記録です。主に、当時のウェブサイトや報告書をそのまま PDF 化して集約し

ています。 

シンポジウム企画担当者の熱い想いを可能な限り記録に残すことに努めました。よって、

活動当時の 2006 年時点の情報のため、掲載しているウェブサイト URL がリンク切れして

いたり、無効な連絡先を掲載している場合があります。 

また、本書は 2006 年の国際シンポジウムの日本語による記録ですが、同内容を英語でも

公開しているほか、2005～2016 年の活動や、持続可能な社会の実現に向けた研究・教育の

促進強化イベント「サステナビリティ・ウィーク」の記録も両言語で公開していますので、

是非合わせてご覧ください。 

最後に、当時の開催イベントに関するお問い合わせについては、詳細をお答えするのが

難しいこと、予めご了承ください。持続可能な社会の実現に向けて、本書をお役立て頂け

れば幸いです。 

 
2017 年 3 月 

北海道大学サステナビリティ・ウィーク事務局 
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１．活動概要 



概 要 

・企画名      ： 北海道大学「持続可能な発展」国際シンポジウムと関連行事 

・実施期間      ： 2006 年 8 月 5 日（土）～9 日（水） 

・目的        ： 2005 年に始動した「持続可能な開発」国際戦略に基づき、学問領

域を越えて教育研究の国際的な連携を図るとともに、国内産業界と

の連携によって最新の研究成果を市民へ提供する。 

・結果    ： 

（１）北海道大学サステナビリティ・サイエンス・フォーラム 
北海道大学と朝日新聞社、北海道テレビ放送が平成 17 年 7月に共同で開始した「ポ

プラプロジェクト」の一環として、北海道大学と朝日新聞社が共催して「北海道

大学サステナビリティー・サイエンス・フォーラム：人類と地球環境の明日－北

の森から、北の海から」を東京と札幌で開催した。東京では、2006 年 8 月 5 日（土）

に有楽町朝日ホールにおいて午前と午後に分けて開催し、計 1,000 人が参加した。

8 月 6 日（日）には北海道大学学術交流会館にて開催し、310 人が参加した。 

（２）朝日新聞における記念広告ならびにフォーラム採録 

-  JFE 社長と本学理事・副学長との対談記事を、8 月 5 日に北海道を除く全国の

朝日新聞朝刊に、8 月 6 日北海道内の朝刊に掲載した。（合計約 820 万部） 

-  2008 年 8 月 23 日（水）の朝日新聞朝刊の全国版にフォーラムの報告記事を掲

載した。北海道版では 16・17 面の見開きページでカラー記事とした。 

（３）北海道大学「持続可能な発展」国際シンポジウム 
2006 年 8 月 7～9 日に北海道大学学術交流会館において開催したシンポジウムへ、

世界 19 ヵ国から 948 人が参加した。7 日の全体会では、重点 5 領域と分野横断的

な課題について招待講演者 11 名が講演した。8 日は 3 つの分科会に別れ専門的な

討論をした後、9 日はポスターセッションと全体会を行うとともに今後の国際連携

について討論した。3 日間通じて口頭発表者は 65 人、ポスター発表者は 147 人で

あった。参加者から継続実施の強い希望があり、翌年からの「サステナビリティ・

ウィーク」事業の開始につながった。 
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北海道大学「持続可能な発

展」国際シンポジウム要旨

集

北海道大学「持続可能な発展」国際シンポジウムを開催

2006年8月7日～9日 （終了しました）

2006年8月5日（土）・6日（日）に東京及び札幌で開催された「北海道大学サステナビリティ

ー・サイエンス・フォーラム」に引き続き，8月7日（月）～9日（水）には，世界19カ国・地域から

948人（参加受付人数）の参加者を迎え，「持続可能な発展」をテーマに国際シンポジウムを

開催しました。

会場となった北海道大学　学術交流会館は参加者でににぎわい，活発な議論が交わされま

した。

シンポジウム最終日には，“Hokudai Network for Global Sustainability”（仮称）というネット

ワークを築くことが合意されました。そして，「持続可能性」に関し，インターネットを活用して

情報や意見を交換すること，研究や教育における連携を深めること，そして2009年の第2回

シンポジウムに研究と教育の成果を持ち寄って再会することを互いに約束して，シンポジウ

ムは閉会しました。

本学の「持続可能な開発」国際戦略本部は，このネットワークの企画・運用を担い，世界に

対する本学の貢献度を高めてゆきます。

結果報告

日程

2006年8月7日（月）・8日（火）・9日（水）

参加者数

のべ2,000人以上

受付数 948人 　*参加者名簿に記入された名前をカウント。重複なし。

参加受付数累計

* 8月6日＋7日  ：331人 

* 8月8日           ：888人

8日の内訳

分科会1： International Symposium-How to Sustain Agrosphere, Biosphere and Geosphere: 152人

分科会2： Protection of Society from Infectious Threat: 110人

分科会3-1： Innovation of Membrane Technology for Water and Wastewater Treatment – IMTEC Sapporo:196人

分科会3-2： Strategy for Sustainable Solid Waste Management: 99人

* 8月9日　：948人

参加国数　　19ヶ国

オーストラリア、バングラディッシュ、カナダ、中国、デンマーク、フランス、ドイツ、香港、日本、韓国、ネパール、ニュージー

ランド、フィリピン、ロシア、シンガポール、スウェーデン、台湾、タイ、アメリカ合衆国

口頭発表者数

65人

ポスター発表者数

147人 17
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関連リンク http://www.hokudai.ac.jp/bureau/news/jihou/jihou0608/629_05.htm

北海道大学の組織

連携する組織

カテゴリ

PRコーナー参加協定校数：8校

アルバータ大学（カナダ）

忠南大学（韓国）

ハワイ大学（アメリカ）

グルノーブル理工科大学（フランス）

釜慶大学（韓国）

オークランド大学（ニュージーランド）

ジョセフ・フーリエ大学（フランス）

ジュネーブ大学（スイス）

問合せ先

北海道大学　サステナビリティ・ウィーク事務局 

国際本部内

TEL 011-706-8031

E-mail： office1[at]oia.hokudai.ac.jp

「持続可能な開発」国際戦略本部

釜慶大学校（韓国）, 忠南大学校（韓国）, ジョセフ・フーリエ大学（フランス）, グルノーブル理工科大学

（フランス）, ジュネーブ大学（スイス）, ハワイ大学ヒロ校（アメリカ）, ハワイ大学マノア校（アメリカ）, ア

ルバータ大学（カナダ）, オークランド大学（ニュージーランド）

会議・シンポジウム・フォーラム・セミナー
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